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研究成果の概要（和文）：従来西欧及び日本ではほとんどとりあげられることのない、ポスト・

ビザンティン美術研究を推進することを目的に、ギリシャにおけるポスト・ビザンティン時代

の教会美術が復興する 18 世紀の重要な聖堂壁画研究を行った。本研究の出発点となっている

アトス山の修道僧ディオニシオス・エク・フルナが編纂した絵画指南書『エルミニア』とほぼ

同時期のサラミナ島にあるパナイア・ファネロメニ修道院聖堂の壁画を研究対象にし、壁画の

洗浄と修復を行い、その全貌を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to study systematically for the 

Post-Byzantine wall-paintings which have not been investigated by the European scholars 

nor by Japanese .This research will contribute to develop rather unknown field of art 

history. The subject of research is the wall-paintings of the church in the Panagia 

Phaneromeni monastery of Salamina which are dated in the same period with the book of 

Dyonisios of Fourba , the manual of paintings Erminea tis zografikis technis.In this 

research we could get many important data to analyze the 18th century’s iconography and 

technique of the wall-painting.  
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 直接経費 間接経費 合 計 

平成 22 年度 7,500,000 2,250,000 9,750,000 
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研究分野：ビザンティン及びポスト・ビザンティン美術史 

科研費の分科・細目：人文学Ｂ・美学・美術史 

キーワード：ビザンティン美術史、壁画修復、キリスト教図像学、ギリシャ、国際情報交換、  

      18 世紀美術史、宗教芸術、修道院 

 

１．研究開始当初の背景（木戸雅子） 

（1）ポスト・ビザンティン時代の美術史は
ビザンティン時代と比較してまだ体系的な
研究が十分に進んでいるとはいえない。その
理由は、まず欧米の研究者はコンスタンティ
ノープル陥落以降の美術にほとんど関心を

向けないからであり、欧米の研究を基礎にす
る日本の研究者においても同様である。しか
しトルコに支配されていたとはいえ、ギリシ
ャでは引き続きキリスト教が信仰され、聖堂
は変わらず作られていた。その内部は壁画で
埋められ、その壁画は前時代よりも主題を増
やし、個々の場面はより綿密な細部描写を伴
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うようになる。ビザンティンの絵画技法・図
像についての言葉による指南書として重要
な文献とされるディオニシオス・エク・フル
ナ著『エルミニア ティス ゾグラフィキス 
テクニス』（木戸雅子他訳『東方正教会の絵
画指南書 ディオニシオスのエルミニア』金
沢美術工芸大学美術工芸研究所、1999 年）
が執筆された１８世紀は、特に聖堂建築が盛
んになる。本書に向けられる関心に比して、
それが書かれた同時代の絵画そのものには
関心が向けられないことは実に不思議な状
況である。本書の執筆意図を考えるうえでも
同時代の実際の絵画がどのようなものであ
ったのかを知ることは必要不可欠なことだ
というのが、本書をギリシャ語から日本語に
翻訳した本研究課題研究代表者の素朴な疑
問であった。 

 1950 年代からＡ．クシンゴプロスやＭ．
ハジダキスらによってポスト・ビザンティン
絵画史が書かれるようになったが、『エルミ
ニア』のほとんどを占める図像編の詳細な図
像の記述に対応する実際の聖堂の壁画研究
は稀であり、ギリシャ人以外の研究者はほと
んど手掛けていなし。近年イピロス地方の聖
堂のモノグラフが出版されつつあるが、この
地方の聖堂は小規模であり、ディオニシオス
の記述に対応する壁画群は備えていない。そ
こで研究代表者は、『エルミニア』のほとん
どを占める図像編の記述と実際の壁画を体
系的に比較研究するのにふさわしい聖堂を
2003 年に長期にギリシャに滞在して探した。
その中でサラミナ島のパナイア・ファネロメ
ニ修道院がディオニシオスの執筆時期とほ
ぼ同時期にゲオルギオス・マルクとその弟子
たちによる壁画を有していること、際立って
規模の大きな聖堂であり、膨大な数の場面の
壁画が描かれていることを調査し、上記の研
究目的にふさわしい研究対象であることを
確信するに至った。しかし、聖堂内の壁画は
一様に煤に覆われ、残念ながら壁画の細部を
観察できない状態であった。この研究を進め
るにはまずその洗浄・修復が必要となった。 

（２）こうした既存の研究が進んでいない文
化財を外国人が研究する場合、ギリシャでは
多くの制約がある。基本的にギリシャ人研究
者によって研究が発表されるまでは、たとえ
考古局から調査許可を得たとしても、その成
果発表に多くの制約が課せられる場合が
多々ある。外国人がギリシャでのオリジナル
研究をするためには、ギリシャ人研究者との
共同研究体制を整えることが必須であると
考えた。そこで 2007～2009 年度の科学研究
費基盤研究（Ｂ）課題番号 19401014 におい
て、当時ビザンティン美術館館長であった故
ディミトリス・コンスタンディオス氏と共同
研究体制を整えて、科学研究費の助成を受け
て壁画研究を妨げている煤を洗浄し、壁面の

損傷部分の修復をし、聖堂内部の壁面全体の
図像プログラムや画家の表現様式等の研究
を実現させることができた。この研究課題で
の研究成果は、同聖堂の北側廊と聖域の北側
プロセシの部分の修復を終了させたことで
あった。それにより北側廊の４つのクーポー
ルに描かれている詩篇の詩歌イノスの珍し
いタイプの図像の全体像を明らかにし、また
プロセシにある「日の老いたるもの」図の非
常に印象的な質の高い壁画の全体像を明ら
かにすることができた。しかし聖堂全体から
見れば四分の一にも及ばない壁面が鮮やか
にその図像を明らかにされたに留まった。当
初の目的である聖堂全体の図像を体系的に
研究するには、引き続き残りの壁面を修復し、
研究する必要があった。同聖堂は、ギリシャ
国内でもティノス島に次いでマリア信仰の
母体となっており、多くの信者を集めること
で知られている修道院聖堂であるが、それま
でギリシャの研究者もその重要性は認めつ
つもその実態を知ることはなかった。そのた
め、この研究課題で聖堂の四分の一の部分で
あっても、その壁画の価値がギリシャで知ら
れることになり、専門家、一般の信者たちの
関心も高まった。それには、2009 年 3 月に
アテネのビザンティン美術館で、また 2010

年 9月には東京の研究代表者の本務校である
共立女子大学で研究成果の報告とシンポジ
ウムを開催したことも貢献している。 

 聖堂修復のためには、足場を組む費用など
が膨大にかかり科学研究費では賄えないた
め、修道院側の努力で費用を捻出するなど、 

第一期修復研究よりも大規模な研究プロジ
ェクトとしてギリシャ側のサポートも本格
的になったのは、第一期のギリシャ研究者た
ちとの共同研究が成功したこととモニュメ
ント時代に対する理解が深まったことに対
する評価が高かったことがその背景にある。 

 

2．研究の目的（木戸雅子） 

 ポスト・ビザンティン時代の画家集団とし
てペロポネソスで活躍したカカヴァス一派
が知られているが、それに少し遅れてメガラ
に出たマルク一派の描いた壁画がアッティ
カ周辺に現存している。その中でも代表的な
聖堂が本研究課題の研究対象であるパナイ
ア・ファネロメニ修道院聖堂である。本聖堂
には 3,500 を超える聖像画群（1735 年）が
あり、１７世紀に衰退していたといわれる教
会壁画が再び活気を取り戻す 18 世紀初頭の
美術の実態を明らかにするのにふさわしい
モニュメントであると判断し、その壁画の全
体像明らかにし、ディオニシオス・エク・フ
ルナによる『エルミニア』執筆と同時期に実
際の教会壁画のイコノグラフィがいかなる
ものであったか、またその表現様式がいかな
るものであったかを明らかにすることを目



 

 

的とする。 

それにより、コンスタンティノープル陥落
以後、トルコ支配下のギリシャには見るべき
ものがないとされるポスト・ビザンティン美
術に対するステレオ・タイプな見方に一石を
投じ、その再考を促したい。 

 また修復作業の過程で、ディオニシオス・
エク・フルナ著の『エルミニア』の第一章に
記述されている絵画技法の検証も並行して
行い、絵画技法や絵画材料について不明な点
も多い同書について実際の作品と比較対照
しながら技法・材料研究に新たな発見を目指
す。 

 

3．研究方法（木戸雅子） 

 同修道院聖堂のすでに修復が終了してい
る部分（北側廊及び聖域のプロセシス）以外
の壁面の修復を進めた。実際の修復はアテネ
国立ビザンティン美術館館長のアナスタシ
ア・ラザリドゥ館長を中心に、修復家ヤニ
ス・スパノス氏及びアテネ技術大学（T.E.I）
出身の修復家のグループが行った。修復過程
において、壁画制作技法の検証と材料研究は、
本研究課題の共同研究者である木島隆康と
アテネ技術大学修復科専任講師のマリア・ハ
ジダキスが担当した。1 年目は、第一期修復
事業の際に責任者として文化省考古局から
修復許可を得ていた元ビザンティン美術館
館長故ディミトリス・コンスタンディオス氏
の死去により再度許可申請をすることが求
められ、修復作業を中断せざるを得ず、考古
局との交渉や書類のやり取りに膨大な時間
を費やさざるを得なかったため、修復作業は
当初の予定よりも遅延した。最終的には再度
正式な修復及び研究許可が下され、今後の成
果発表の権利も得ることができたのは幸い
であった。 

 第１年目は、西壁及び、身廊の西側穹窿天
井の修復、第 2年目は南側廊の西側半分及び、
身廊中央天蓋部分周辺、第 3 年目は身廊東側
穹窿天井部分、及び南側廊東側の壁画修復を
進めた。資金的に修復作業はここで終了し、
アプシス中央のコンク、助祭室の壁面の修復
は未着手で終了せざるを得なかった。研究代
表者と研究分担者は、修復事業の進捗状態を
逐次報告を受け、必要に応じて現地に赴き、
修道院、考古局のアッティカ地方担当部署の
役人との打ち合わせ、協議、折衝を繰り返し
てこの事業の遂行に努めた。全壁面の修復箇
所は修復前と後で足場上での実見による調
査を行い、詳細な写真資料を収集した。 

壁画修復許可申請には、修復前の状況を克
明に記した全図面と写真資料提出が義務づ
けられている。修復責任者ヤニス・スパノス
氏は、考古局の指導のもとに、修復箇所の詳
細な事前調査報告書を作成し、その調査書に
よって年度ごとの修復箇所の修復許可が下

りた。この作業とその費用は膨大なものにな
ったが、同氏の努力で修道院の援助などを得
て滞りなく作業を進めることができた。その
事前報告書は、研究の資料としても非常に貴
重なものとなった。修復終了箇所については、
詳細な写真資料を作り、壁画の全体像を明ら
かにすることができた。 

 

４．研究成果（木戸雅子） 

（１）歴史：サラミナ島対岸にあるメガラ出
身のランブロス・カネロ（カネロプロス）
Λάμπρος Κανέλλο, Κανελλόπουλος（後に修
道士ラウレンティオスと名のり、初代修道院
長を務めたとされる）により 1670 年に以前
の聖堂の廃墟に同修道院聖堂が再建された。
その聖堂の内部に 1735 年にゲオルギオス・
マルク（またはマルコス）が Γεώργιος 

Μάρκου とその弟子たちによって壁画が描か
れたことが身廊西壁入口近くの創建の銘文
によって知られる。 

（２）装飾プログラム 

 本聖堂は、中央に大円蓋を持つ三廊式場シ
リカ式聖堂で、南北の側廊にはそれぞれ 3 個
の小クーポラを配す。アプシスの中央コンク
には天使を伴う「プラティテラの聖母子」像、
西壁に「最後の審判（デフテラ・パルシア）」
が描かれている。 

ａ）南北の側廊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （北側廊の西側ｸｰﾎﾟﾗ） 

南側廊の小クーポラには旧約聖書の創世記、
北側廊の小クーポラには旧約聖書の詩篇の
詩歌イコス οικος、「息するものはこぞって主
を讃美せよ」の図像が描かれている。 

両側廊のクーポラに配された主題は、ビザン
ティン時代には聖堂装飾には選択されなか
った主題であり、ポスト・ビザンティン図像
独特のものと言える。特に「息するものはこ
ぞって」の図像は、ポスト・ビザンティン聖
堂でも多くの場合、中央円蓋を図像として描
かれるが、ここでは４つのクーポラに讃える
者を区別して分けて描いているのが特徴的
である。同聖堂の規模がビザンティン、ポス



 

 

ト・ビザンティン時代を通じて極めて大きな
ものであるため、集中式の聖堂形式をとって
はいても、拡大された壁面を埋める主題とし
て画家による新たな図像の創造の場を提供
しているとみられ、興味深い。 

さらに、南北の側廊のクーポラは、創世記
の天地創造に伴われる動物の創造などの場
面が詩篇の動物表現と呼応しており、側廊の
クーポラに想像の動物などのファンタジー
に富んだ表現が見られ、下から見上げる信者
たちに主題や表現のバラエティーを提供し
ている。天地創造の場面を側廊に配置するの
は、壁面が多い西方のロマネスク教会に見ら
れる特徴であるが、左右の側廊が天地創造と
詩篇で対置しているのは、独特なことであり、
ここにポスト・ビザンティン教会装飾のプロ
グラム考察材料を提供している。 

 両側廊のそれぞれの北壁面と南壁面は、下
部にスケールの大きい聖人立像が並んでい
る。各聖人はレリーフ上に漆喰を盛り上げ、
その上に金粉が塗られたニンブスをもち、衣
装の布は織物模様が緻密に描かれている。１
８世紀の織物の文様のサンプルを提供して
いるかのようである。 

 クーポラの下の壁面やクーポラの下部の
ペンダンティフ部分の壁面には、聖人伝に基
づく聖人の殉教の場面が細かく描かれてい
る。このような実際の殉教場面を教会壁面に
描くこともポスト・ビザンティン教会に頻繁
にみられる特徴である。ヤネナの湖の島に残
るフィランソロピナ修道院聖堂では、東西に
引き伸ばされたことで拡大されたナルテク
スの壁面に、聖人伝に従って多くの殉教の場
面を描いている。しかしファネロメニ修道院
のプランではナルテクスがないため、ナルテ
クスに採用される聖人の殉教場面が左右の
側廊壁面に配されたといえる。トルコに支配
されていたポスト・ビザンティン時代にあっ
ては、キリスト教徒の殉教場面は異教徒トル
コ人による迫害とキリスト教徒がそれに打
ち勝つことを鼓舞する図像として不可欠な
主題であったことがわかる。 

 殉教聖人の選択に関しては、ディオニシオ
ス・エク・フルナの記述と対応しているかど
うかを検証したが、明確な対応は見られなか
った。ディオニシオスの聖人の人相について
の細かい指示は多くの場合ファネロメニ修
道院の聖人像にはあてはまらないと言える。
特に年齢差を示す髭の色や長さ、形状につい
ては該当するものはほとんどない。聖人伝の
記述から明確に若年で殉教したということ
がわかっていたり、よく知られた聖人像に関
してはその記述が反映しているとみられる
が、特にディオニシオスの膨大な行数を割い
ている聖人の人相については、実際の壁画装
飾時に典拠となるような指南書であったか
どうかは大いに疑問である。実際に参考にさ

れないこうした細かい記述を何故ディオニ
シオスはあえて編纂したのだろうか。これも
含めて『エルミニア』研究のために本聖堂壁
画が提供する情報は豊富である。 

また単純に教会歴による聖人選択の意図
を特定することも、一部を除いては出来なか
った。聖人選択については、今後聖堂全体の
プログラムのアンサンブルの中で細部を検
討しつつ進めていかなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（西壁最後の審判中央再臨のキリスト） 

 ｂ）西壁 

 西壁面は、上下 3 段に分けられており、上
から「キリストの磔刑図」「キリストのたと
え話」「最後の審判（デフテラ・パルシアシ）」
が描かれている。ポスト・ビザンティン聖堂
の西壁に描かれる主題としてこの最後の審
判図が選択され、その上部にキリストの磔刑
図が描かれることは他に例を見る。西壁の中
段に続く壁面には左右にユダの溢死と蛆の
湧くユダの遺体が描かれており、蛆の湧く遺
体が膨れあがっているところなど、リアルで
あると同時に、稀な図像が挿入されていると
いう点は特筆すべきところである。ディオニ
シオスは「悔恨のユダ」の図として溢死する
ユダの図像については解説しているが、ファ
ネロメニに見るようないユダの遺体（蛆がわ
く）についての記述はしていない。これはユ
ダによって磔刑にかけられたキリストの死
との関連が西壁を見上げる信者たちの左右
にはっきりと見分けられるようにユダの場
面を分けて描いているところから言えるこ
とは、この聖堂全体に共通している特徴とし
て説話的、現実的な細部を画家的なビジョン
で補充し視覚的絵画世界の内容を豊にして
いるということであろう。 

 ｃ）身廊中央部 

聖堂中央に大円蓋を頂き、教会の東西の軸
上に穹窿天井を配している。穹窿天井の西側
半分にはキリスト伝が配されている。各場面
は比較的小さいが、通常の大祭に限ることな
く、キリストの奇蹟の場面や殉教の場面も数
多く描いている。その細部は地上から見上げ
る信者には到底見分けることができないよ



 

 

うな細部も手を抜くことなく細かい筆致で
描かれている。その技法は壁画というよりも
それぞれが独立した携帯用イコンのような
緻密さで描かれている。足場で間近から実見
するとその細部の表現の細かさに圧倒され
る。 

その特徴は特にこのキリスト伝の部分に
顕著である。穹窿天井の最上部には東西軸に
旧約の預言者のメダイヨンの装飾帯が描か
れている。この装飾帯の部分を含めてこの部
分の壁画は腕の良い画家によるものである
とみなされ、銘文に従って考えれば、ゲオル
ギオス・マルク本人の手による部分であると
同定できるのではなかと本研究グループの
メンバーの意見に一致を見た。 

 ｄ）中央大円蓋部分 

中央大円蓋中央にはパントクラトールのキ
リストが描かれ、円蓋下部の局面には信仰信
条πιστεύωが赤い枠で区切られた画面に一巡
して描かれている。ポスト・ビザンティン教
会の中に一揃いの同主題が描かれている例
は稀で、ファネロメニ修道院聖堂壁画のプロ
グラム論において極めて重要な研究テーマ
である。この点に関しては研究協力者のアナ
スタシア・ラザリドゥ氏が長年の研究成果と
共に分析結果を別途発表する予定である。 

大円蓋の最上部、下部の一部は外部からの水
の侵入で傷みが激しくすでに 1955 年に修復
家ザハリウ氏による修復が行われたことが
タンブールの開口部、窓の壁龕部分に記録が
残されていた。パントクラトールのキリスト
の顔半分は剥落しており、剥落した部分がわ
かるようにザハリウ氏による補彩が施され
ている。 

 大円蓋を支えるスキンチには 4福音書記者
像が描かれ、ルカ像は、聖母マリア像を描く
画家としてのルカが描かれている。南北の大
円蓋下の大きな半円形の壁面には聖母を中
心にした「万物はあなたを祝す」図と「聖母
マリアの眠り」が向き合って配されている。
これを中心にして、身廊東側の穹窿に２４の
聖母讃歌（アカシストス）の場面と先駆者ヨ
ハネ伝がアーチ下部の三角形壁面なども含
めて配置されている。その一部はイコノスタ
シスで区切られるアプシスの穹窿天井にも
広がっている。「万物は貴方を祝す」やアカ
シストスなどが聖堂中央部分に集中して配
置されているのは、ポストビザンティン聖堂
の中でも本聖堂の独特な点であるといえる。
大円蓋下部の信仰信条の一連の図像、アカシ
ストス、北側廊天井全体を埋めている「息す
るものはこぞって、主を讃美せよ」の図像と
ともに、本聖堂プログラムに強く天上界の神
への讃歌が歌い上げられているように構成
されていると分析することができる。 

 聖堂全体の天井部が天上界への讃歌を描
き、側廊の外壁内部を通常のナルテクスに見

立て、キリスト教会の受難図にあて、その下
の壁面に全身像の聖人を並べているが、それ
は通常のプロポーションを遥かに超えるス
ケールとなっている。その聖人像の衣装はそ
れぞれ布の模様が凝っており、それによって
実在感が増していることから、その下に立つ
信者たちに力強い保護を与える印象を与え
ている。 

 装飾プログラムとしては、同時代のヨーロ
ッパの文藝思潮と呼応してギリシャにおけ
る啓蒙思想の幕開けを示す、他をぬきんでて
新しい宗教的情熱や思想の息吹を体現して
いる聖堂装飾であるとみることができる。 

 まだ聖堂の中心部である最も重要な箇所
のアプシスの壁画の修復が終わっていない
ので、上記のような本研究の研究成果を体系
的にまとめることができないが、途中経過と
して、最初の予想以上に、本聖堂壁画がポス
ト・ビザンティン絵画史において重要なモニ
ュメントであることが明らかになったと言
ってよいと考える。 

 

（３）画家マルクの銘文 （鐸木道剛） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 （聖堂西壁北側の柱中段の銘文） 

ファネロメニ修道院の中央聖堂の壁画は、フ
ルナのディオニシオスが記した『エルミニア
（画家指南書）』の伝統旧守の図像指示との
密接な関係を示す実作品であり、またルネサ
ンス以来の圧倒的な西欧図像の流入に対し
てのビザンティンにさかのぼるギリシャ正
教世界の応答を示す大規模な壁画群であり、
しかも保存状態も良好な重要な作品である。 

その図像に関しては、既に報告し、我が国の
キリシタン時代の美術との間接的関連につ
いても記したが、今回は特に制作者ゲオルギ
オス・マルコス（又はマルク）が記した銘文
に注目する。フルナのディオニシオスが記す



 

 

ビザンティン以来の伝統を守っている図像
のなかにも、西欧カトリック図像が流入して
いるように、西欧の影響は、イコノスタシス
のイコンに付けられた銘文からもはっきり、 

そして意図的にうかがえた。 

それは画家の署名銘文の書き方である。作
品を制作した職人としての「手」を示す「ゲ
オルギオス・マルコスの手（Χειρ Γεωργίου 

Μάρκου αψμ[1740]）」とのビザンティン・イ
コンにみられる銘文の形式に従ったギリシ
ア語銘文に並んで、「変容」のイコンにはラ
テン語で、「Georgio Marco mp[上に省略記号
の波線] de Graicia」が付け加えられているの
である。省略された「mp」とは「me pinxit」
であるに違いなく、これは、制作物を一人称
対格として制作者を主格として示す西欧ロ
マネスク以来の銘文の形式に他ならず、「ギ
リシアのゲオルギオ・マルコが私を描いた」
との意味となる。この銘文の形式は、15 世紀
ネーデルランドのファン・アイクの記した銘
文形式「ヨハンネス・デ・アイクが私を作っ
た（Johannes de Eyck me fecit）」（1433 年）
として著名であるが、そもそもロマネスクの
教会堂装飾において多くの例がある。11 世紀
の St. Benoîs-sur-Loire に「ウンベルトゥス
が私を作った（Unbertus me fecit）との銘文
が残り、12 世紀の Romsey にも、「ロドベル
トゥスが私を作った（Rodbertus me fecit）」
との銘文がある。それがゴシック時代に近づ
くと、作品の擬人化は影をひそめ、1130 年の
オータン（Autun） では、「ギスレベルトゥ
スがこれを作った（Gislebertus hoc fecit）」、
また 1181 年のクロスターノイブルグ
（Klosterneuburg）の著名な説教壇装飾では、
「ヴェルダンのニコラウスが作品を制作し
た（Nicolaus opus virdunensis fabricavit）」
との銘文になり、作品は生命を失う被造物と
なる。それがまたファン・アイクにおいて再
び擬人化の形式が使われるのはなぜであろ
うか。 

解釈されるのは、この擬人化銘文の復活は、
魔術的擬人化がゴシックの合理主義によっ
て否定されたのちに、ルネサンス時代に古代
の神像が、信仰の対象ではなく美術として復
活したように、遊戯として復活したというこ
とである。このプロセスは、ルネサンスにお
ける古代復活について、パノフスキーが「古
代との距離」ができたから復活したと説明し
ているところである。そういう近代的銘文が、
ここで中世ビザンティン時代以来の、画家は
神の肖像画を実現する「手」でしかないとい
う中世的銘文に並んで記されているという
ことになる。テオフィルスやフルナのディオ
ニシオスの画論にみられる芸術家の位置づ
けを示す中世銘文と一度は否定されルネサ
ンスで復活した魔術的銘文が並列している。
ここに魔術否定はあるかもしれないし、ない

かもしれない。魔術はイコン論によって否定
されたが、否定つくされはしない。フロイト
がいうように「われわれはこれらの思考方法
を克服してしまったのである。しかし、われ
われはまだこれらの新しい確信を完全にわ
がものにはしていない。古い確信はまだわれ
われのうちに生き続けていて、自分の存在を
確証される機会を待ち伏せている」（『不気味
なもの』1919 年）。いわばロシアを含めた正
教世界は、魔術を克服した第 2 ニケア公会議
の場所に留まっているのである。ここにポス
ト・ビザンティンの正教世界の重要な性格が
表れている。これは美術だけではない、社会
における教会の役割なども含む宗教と世俗
の関係全般においてみられる、東方キリスト
教世界の様々な現象を説明する手がかりが
ここにあるといえよう。 

（Gislebertus hoc fecit）」、また 1181 年の
クロスターノイブルグ（Klosterneuburg）の
著名な説教壇装飾では、「ヴェルダンのニコ
ラウスが作品を制作した（Nicolaus opus 

virdunensis fabricavit）」との銘文になり、
作品は生命を失う被造物となる。それがまた 

う中世的銘文に並んで記されているという
ことになる。テオフィルスやフルナのディオ
ニシオスの画論にみられる芸術家の位置づ
けを示す中世銘文と一度は否定されルネサ
ンスで復活した魔術的銘文が並列している。
ここに魔術否定はあるかもしれないし、ない
かもしれない。魔術はイコン論によって否定
されたが、否定つくされはしない。フロイト
がいうように「われわれはこれらの思考方法
を克服してしまったのである。しかし、われ
われはまだこれらの新しい確信を完全にわ
がものにはしていない。古い確信はまだわれ
われのうちに生き続けていて、自分の存在を
確証される機会を待ち伏せている」（『不気味
なもの』1919 年）。いわばロシアを含めた正
教世界は、魔術を克服した第２にケア公会議
の場所に留まっているのである。ここにポス
ト・ビザンティンの正教世界の重要な性格が
表れている。これは美術だけではない、社会
における教会の役割なども含む宗教と世俗
の関係全般においてみられる、東方キリスト
教世界の様々な現象を説明する手がかりが
ここにあるといえよう。 

 

（４）絵画技法材料研究（木島隆康） 

 壁画の技法材料研究の観点から、主に彩色
に使用されている絵画の顔料について、蛍光
Ｘ線装置（通称 XRF）を用いて元素分析を行
った。本装置は携帯型で微弱なＸ線を絵具に
照射し、反射する蛍光Ｘ線を計測して元素を
同定することができる（非破壊調査）。得ら
れた元素の組み合わせによって絵具の顔料
種を高い確率で推測できる。本調査で明らか
になった結果は下記のとおりである。 



 

 

[データ採取場所１：南側廊南側壁面第二、第
三ベイの間の柱部分] 

① 白色文字：カルシウム（Ｃａ）が検出さ
れて硫黄（Ｓ）が検出されなかったため
主な成分は炭酸カルシウムと考えられる。
すなわち白亜。 

② 青色：わずかにコバルト（Co）とヒ素（Ａ
ｓ）が検出されて、古いガラスに含まれ
るコバルトとヒ素と考えられる。すなわ
ちガラスを主成分とするズマルトと推測
される。 

③ 黄色：鉄（Fe）が主に検出された。すな
わち黄土（イエローオーカー） 

④ 緑色：鉄(Fe)が主に検出されて、鉄が主
成分の緑色の緑土と推測する。 

⑤ 黒色：検出不可。おそらくカーボンブラ
ックであると推測する。 

[データ採取場所 2：助祭室] 

① 緑色：右柱の背景の緑色、右柱の聖人の
服の緑色の模様：鉄（Fe）が主に検出さ
れて、鉄が主成分の緑色の緑土と推測す
る。 

② 赤色ａ（横柱の赤褐色）：鉄(Fe)とマンガ
ン（Mn）を含み、ローアンバーと推測す
る。 

赤色 ｂ（クーポラ内のマリアの服の赤
色）：水銀（Hg）が検出されて水銀朱で
ある。 

赤色ｃ（アンナの服の赤色）：鉄(Fe)と水
銀（Hg）が検出される。目視で下層に赤
土が、上層に水銀朱が観察された。 

赤色ｄ（キリストの服の赤色）：鉄(Fe)

と水銀（Hg）が検出された。目視で下層
に赤土が、上層に水銀朱が観察された。 

赤色 e(左壁面のキリストの服の赤色)：水
銀（Hg）が多く出て水銀朱と判断する。 

③ 白色（左側キリストの白色及び文字箇所
の白色）：カルシウム（Ca）を検出した。
白亜と推測する。 

④ 金色（キリストの光輪）：鉄（Fe）とカ
ルシウム(Ca)が主に検出されて、金色に
見せかけた黄土と白亜の混色と推測でき
る。 

⑤ 岩の黄色:鉄（Fe）が主成分、黄土である。 

⑥ 上部人物の脚の黄色：鉄(Fe)が検出され
て黄土。 

⑦ ベージュ色（ヨハネの衣服）：カルシウム
（Ca）＋鉄(Fe)の検出で、ローアンバー
＋炭酸カルシウムの混色と考える。 

⑧ 黒色（画面の背景）：特別な元素を含まず、
カーボンブラックか。 

[まとめ] 

 緑色や青色は、東洋では主に銅(Cu)が検出
されてマラカイトやアズライトが使用され
ていることが多い。しかし、本調査では緑色
に緑土が、青色味の絵具にはズマルトが用い
られていることが明らかになったと考える。 

 また、赤色では、やはり重要人物には水銀
朱のような効果な顔料が使用されているこ
とが確認できたことは重要な情報である。す
なわち描く主題によって顔料の質を区別し
て使用しているということであり、主題のヒ
エラルキーを彩色にまで及ばせるというこ
とは、単純に画像としてではなく、崇拝像と
しての意識を持って描いていたということ
の証といえよう。 

 白色では使用の歴史が古い鉛白の使用も
予想されたが、今回の調査では全く鉛白の Pb

が検出されず、カルシウム（Ca）が検出され、
さらに硫黄（Ｓ）の検出がなく、同じカルシ
ウム成分をもつ硫酸カルシウムではなく、白
色に炭酸カルシウムつまり白亜を用いた可
能性が高いことが明らかとなった。 

 

（５）本研究の研究成果発表 

 本研究課題の成果発表として 2010 年 9 月
18 日に共立女子大学に於いて、公開シンポジ
ウム<サラミナ・プロジェクト 第二回シン
ポジウム> 「ビザンティン美術の継承―コ
ンスタンティのポリス陥落以後（１６～１８
世紀）の聖堂壁画―日本・ギリシャ共同研究
と壁画修復事業、としてシンポジウムを開催
した。発表者は①マリア・ヴァシラキ Maria 

Vassilaki テサリア大学・教授「ビザンティ
ン帝国からエル・グレコまで」②アナスタシ
ア・ラザリドゥ Anastasia Lazaridou、アテ
ネビザンティン美術館副館長（当時）「サラ
ミナ島のパナイア・ファネロメに修道院聖堂
の壁画（1735）と 18 世紀ポスト・ビザンテ
ィン絵画」③木戸雅子 研究代表者「ファネ
ロメニ修道院壁画にみる<息あるものはこぞ
って、主を讃美せよ>図とポスト・ビザンテ
ィン図像学の諸相―サラミナ・プロジェクト
とその成果」④鐸木道剛・研究分担者「ギリ
シャ、ｓルビ暁子、ロシアにおけるポスト・
ビザンティン美術」 

 

（５）今後の展望 

 本研究課題では、ファネロメニ修道院聖堂
壁画修復が最終的にアプシスとディアコニ
コンが終了することができなかった。修復費
用が当該研究課題では賄えなかったことと、
ギリシャ経済の急速な悪化で、期待された修
道院からの資金提供も不可能だったためで
ある。しかし当研究課題の修復が終了したの
ちに、日本の財団法人からの修復助成を受け
ることができたので、ディアコニコンの修復
を 2013 年 6 月現在終了することができた。
さらに今後中央アプシスの修復も継続する
ことができるため、2013 年 10 月には同聖堂
全体の壁画修復が終了し、膨大な画像の宝庫
ともいえるポスト・ビザンティン絵画研究の
代表作ともいえる一連の壁画研究を本格化
することができる。修復を完了した後に研究



 

 

成果として蓄積した写真資料を駆使した修
復報告及び研究報告書を単行本として出版
する予定である。 
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